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成 果 の 概 要 

当該学術論文において我々は福島第一原子力発電所事故後 5年間お

よび事故から 11 年後における、低線量放射線地域に住む母親と子ど

ものメンタルヘルスの変化について検討しました。母親と子どものス

トレス、抑うつ、放射線に対する不安などの心理的症状は、原発事故

の直後に特に強く、時間の経過とともに軽減しました。しかし、事故

から 11 年後に実施された調査では、福島の母親と子どもの症状が非

被災県の住民よりも依然として高い水準にあることが示され、この影

響が少なくとも 11 年間持続していることが明らかになりました。子

どもの心理的症状に関する年齢‐時代‐コホート分析では、弱いコホー

ト効果が示され、事故当時、就学前の子どもたちが大きな影響を受け

ていたことがわかりました。これらの結果は、原発事故後に高汚染地

域から避難した住民だけでなく、避難指示が出されなかった低線量放

射線汚染地域に住む住民のメンタルヘルスを改善するための支援が必

要であることを示唆しています。さらに、これらの地域で育った子ど

もの心理的発達を継続的にモニタリングすることの重要性が強調され

ました。 


